
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

長岡京市教育委員会 

令和４年６月 1日 

（学校再開ガイドラインから改訂） 

 

 

 

学校運営ガイドライン 

 



1 

 

以下の点を前提に指導を行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜家庭＞ 

◇家庭における検温（カード等に記入）および健康観察を行う。 

 

 

 

 

 

 

＜登校時＞ 

◇登下校時、会話をほとんど行わない場合は、マスクの着用は必要はない。近い距

離で会話をするような場面では、引き続きマスクの着用を推奨する。 

 熱中症リスクが高い夏場においては、熱中症対策を優先し、マスクの着用は必要

ない。 

 

＜検温＞ 

◇教室に入る前に検温実施の有無を調べる。 

◇検温をしてこなかった児童生徒は、別室にて検温をする。 

    ※非接触の体温計の場合はその限りではない。 

  ◇熱がある場合、別室に待機させ、保護者への連絡を行う。 

◇教室入室前に手を洗う。 

 

 

 

登校前 

登校時 

①手洗いや咳エチケット、手指消毒 

②換気 

③３密（密閉・密集・密接）を避ける          
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＜手洗い＞ 

◇基本的には流水と石鹸で手洗いを行う。 

◇休み時間等にこまめに手洗いを行う。 

 

＜換気＞ 

◇気候上、可能な限り常時２方向（対角線）同時に窓を開ける。困難な場合はこま

めに（30分に１回以上、数分間程度、窓を全開）換気をする。 

◇エアコン使用時は、窓（あるいは欄間）を 10～15センチ程度開放する状態で室

内の温度を保たれる場合は常時開放する。気温が高いとき（10～15センチ程度

の常時開放が困難な場合）は、30分に 1回以上、数分間程度、窓を全開にする。 

◇常時換気扇を回しておく。 

 

＜教室＞  

◇座席は児童生徒同士の距離を可能な限り離し、隣と列をずらすなどの工夫を行う。 

◇２メートル以上を目安として他者との距離が確保できており、会話がほとんどな

い場合は、マスクの着用は必要ない。ただし、会話を行う場合はマスクの着用を

推奨する。 

 ※屋内で距離が確保できない場合は、会話の有無にかかわらずマスクの着用を推

奨する。 

 

＜教科＞ 

 ◎全般 

  ◇教師が個別指導する場面や児童生徒同士が会話する活動（ペアワーク・グループ

活動等）は、感染防止策をとった上で行う。 

  ◇文房具等の共有はしない。 

◇楽器、道具などを共有する場合は、授業前後の手洗いや、使用後可能な範囲で道

具の消毒を行う。 

  

 ◎理科 

  ◇児童生徒同士が近距離で活動する実験や観察は感染防止策をとった上で行う。器

具や用具を共用で使用する際には適切な消毒や手洗いを行う。 

 

◎家庭科、技術・家庭科 

  ◇調理実習を実施する場合は、以下の感染防止策を徹底する。 

学校生活 
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・実施前に器具や用具の消毒を行い、手洗い、手指消毒を行う。 

   ・器具や用具を共用で使用する場合は、使用前後に手洗いを行ったり、使い切り

手袋を使ったりするなどの感染防止策を行う。 

・食材については、必ず加熱する。 

 

◎体育科 

◇体育の授業では、マスクの着用は必要ない。なお、体育館で行う体育の授業にお

いてもマスクの着用は必要ない。 

  ◇児童生徒が密集して集合・整列する場面を避ける。 

  ◇密集する運動や児童生徒が近距離で組み合ったりする活動（柔道の組手や組体操

など）は行わない。その他の活動は感染防止策を取った上で行う。 

  ◇活動後の手洗いを徹底する。 

   

＜休み時間＞ 

◇屋外で会話をほとんど行わない場合は、マスクの着用は必要ない。 

 特に熱中症リスクが高い夏場においては、熱中症対策を優先し、マスクの着用は必要

ない。 

 ◇教室、廊下等の窓を開けて換気する。 

 ◇屋外から戻る際には手洗い後に入室する。 

 

＜給食＞ 

  ◇児童生徒は石けん液を使い、食事の前後手をしっかり洗う。 

  ◇前を向いて食べ、会話をしない（黙食）。 

◇配膳台は事前に消毒を行う。 

  ◇給食当番は事前に健康状態を確認し、手の消毒を行う。 

  ◇配膳方法については密集しないように工夫する。 

                     

＜掃除＞ 

  ◇換気の良い状況で行う。 

◇掃除前と後に手洗いを行う。 

 

＜保健室＞ 

  ◇熱がある児童生徒とけがの児童生徒が同じ部屋にならないような工夫を行う。 

 

＜学校図書館＞ 

  ◇使用前と後に手洗いを行う。 

  ◇密集、密接を避けるため、使用の時間を学年で割り振るなどの工夫をする。 
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＜下校時＞ 

◇各学年で時間差を作るなど、密集・密接を避ける工夫を行う。 

 

 

 

 

 ◇開始前に、顧問が健康観察を実施する（発熱、体調不良等の生徒は下校させる）。 

  ◇教室、体育館での活動は、窓や入り口を開放してこまめに換気を行う。 

◇感染防止対策をとった上で活動を行う。 

  ◇活動前後の手洗いを実施する。 

     

 

 

 

  ◇教室及び児童生徒が触る頻度が高い共用部分（ドアノブ・水道カラン・レバー・スイ

ッチなど）は、消毒を行う。 

 

 

 

 

  ◇２メートル以上を目安として他者との距離が確保できており、会話がほとんどない

場合は、マスクの着用は必要ない。ただし、会話を行う場合はマスクの着用を推奨す

る。 

◇毎朝検温を行い健康管理に取り組む。 

  ◇発熱や風邪の症状がある場合は、自宅で療養する。 

   

 

 

 

  ◇来校時には手洗いや消毒などの感染対策お願いする。 

  ◇本人だけでなく、家族に発熱や風邪の症状がある場合も来校をご遠慮いただく。 

 

 

 

 

 

 

部活動 

消毒について 

教職員 

来校者 
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＜熱中症対策＞ 

◇熱中症を予防する観点（特に熱中症リスクが高い夏場）から、熱中症対策を優先し、 

マスクの着用は必要ない。外す際は間隔を十分に取る、会話をしないなどの感染予防

を行う。 

◇こまめに水分補給を行う。 

 

※感染状況によってはマスクの着用を推奨することもあり得る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ガイドラインは状況等に応じて改訂を行うものとする。 

 

 

 

参考資料 

 

「新型コロナウィルス感染症に対応した小学校、中学校、高等学校及び特別支援学校等に

おける教育活動の再開等に関する Q＆A」     文部科学省（令和２年５月 13日） 

 

「新型コロナウィルス感染症対策としての学校の臨時休業に係る学校運営上の工夫につ

いて（通知）」                   文部科学省（令和２年５月１日） 

 

学校における新型コロナウィルス感染症に関する衛生管理マニュアル 

～「学校の新しい生活様式」～       文部科学省（令和３年４月 28日） 

 

令和２年度の熱中症予防行動の留意点について 

～「新型コロナウィルスを想定した『新しい生活様式』」における熱中症予防～       

厚生労働省（令和２年５月 26日） 

  学校生活における児童生徒等のマスクの着用について 

                          文部科学省（令和４年５月 24日） 

 

  

                              

 

 

 

その他 


